
発　　行　　所

東京都千代田区永田町2-4-3　　1（3580）3215

社団
法人

編集兼
発行人

『全木連時報』の購読料は年会費に含まれています。

定価　　年500円昭和33年12月15日第三種郵便物認可

全　　　木　　　連　　　時　　　報

全国木材組合連合会

―　1　―

URL　　http://www.zenmoku.jp

木材産業シンボルマーク

尾　　薗　　春　　雄

　
　
　
目
　
　
　
　
次

（第647号）（第三種郵便物認可）

2月25日（土曜日）
（第647号）（毎月25日発行）

平成24年（2012年）

平成24年2月25日（土曜日）

一
面
　
「
新
た
な
木
材
利
用
」
事
例
発

　
　
　
表
会
開
催

二
面
　
外
材
委
員
会
、
国
産
材
委
員
会

三
面
　
開
催
し
情
報
交
換

四
面
　
景
況
調
査
　

「
新
た
な
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会
開
催

　
全
木
連
は
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議

会
と
と
も
に
、
二
月
二
日
に
東
京
新
木

場
の
木
材
会
館
で
「
新
た
な
木
材
利
用

事
例
発
表
会
〜
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か

ら
も
木
づ
か
い
〜
」
を
開
催
し
た
。
木

材
関
係
者
以
外
に
建
築
関
係
者
等
の
参

加
希
望
も
多
く
、
予
定
の
人
員
を
上
回

る
参
加
者
で
、高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
発
表
は
、
テ
ー
マ
毎
に
三
部
に
分
か

れ
お
こ
な
わ
れ
た
。
第
一
部
の
仮
設
住

　
③
福
島
県
本
宮
市
ほ
か
の
例

　
発
表
者
・
日
本
ロ
グ
ハ
ウ
ス
協
会
東

北
支
部
・
共
力
㈱
志
賀
正
敏
氏

　
第
二
部
　
身
近
な
施
設
等
へ
の
木
材

の
利
用
に
つ
い
て

　
①
高
齢
者
・
福
祉
用
具
の
木
材
利
用

　
発
表
者
・
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合

研
究
所
木
材
改
質
研
究
領
域
長
松
井
宏

昭
氏

　
②
交
通
車
両
（
バ
ス
）
の
木
材
利
用

　
発
表
者
・
ジ
ェ
イ
バ
ス
㈱
諏
訪
義
文
氏

　
③
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
等
の
家
具
へ
の

木
材
利
用

　
発
表
者
・
㈱
オ
リ
バ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
本
部
浦
隅
明
弘
氏

　
④
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
等
へ
の
木
材

利
用

　
発
表
者
・
飯
田
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
㈱
飯
田
信
男
氏

　
⑤
飲
料
用
の
木
製
水
槽

　
発
表
者
・
日
本
木
槽
木
管
㈱
山
下
健

太
郎
氏

　
第
三
部
　
大
型
木
造
建
築
物
へ
の
木

材
利
用
事
例

　
発
表
者
・
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合

研
究
所
構
造
利
用
研
究
領
域
チ
ー
ム
長

軽
部
正
彦
氏

宅
に
お
け
る
木
材
利
用
に
つ
い
て
で
は
、

東
北
三
県
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
事
情
の
中
で
の
対
応
な

ど
が
語
ら
れ
た
。
第
二
部
の
身
近
な
施

設
等
へ
の
木
材
利
用
で
は
、
広
範
囲
な

利
用
の
可
能
性
が
伝
え
ら
れ
た
。
第
三

部
の
大
型
木
造
建
築
物
へ
の
木
材
利
用

で
は
、
各
地
の
事
例
と
木
造
の
課
題
、

コ
ス
ト
な
ど
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
並
木
全
木
連
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
「
本
日
は
、
こ
れ
ま
で
馴
染
み
の

な
い
分
野
で
の
木
材
利
用
な
ど
に
つ
い

て
、
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
一

端
な
ど
を
う
か
が
い
、
勉
強
し
た
い
。」

と
述
べ
開
会
し
た
。

　
そ
の
後
、
順
次
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

　
発
表
タ
イ
ト
ル
と
発
表
者
は
次
の
と

お
り
。

　
第
一
部
　
仮
設
住
宅
に
お
け
る
木
材

利
用
に
つ
い
て

　
①
岩
手
県
田
野
畑
村
の
例

　
発
表
者
・
工
務
店
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
東
日
本
大
震
災
対
策
本
部
岩
手
県
担

当
・
㈲
マ
ル
ヒ
製
材
日
當
和
孝
氏

　
②
宮
城
県
南
三
陸
町
の
例

　
発
表
者
・
宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会

業
務
部
長
浅
野
浩
一
郎
氏
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国
産
材
・
外
材
委
員
会
の

　
　
　
　
討
議
・
意
見
の
ま
と
め

　
全
木
連
は
、
一
月
三
十
一
日
に
国
産

材
委
員
会
及
び
外
材
委
員
会
を
合
同
で

開
催
し
、
地
域
に
お
け
る
木
材
産
業
の

現
状
と
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

　
開
会
に
次
い
で
、
全
木
連
尾
薗
副
会

長
よ
り
、
例
年
、
国
産
材
委
員
会
と
外

材
委
員
会
は
、
別
に
開
催
し
て
い
た
が
、

震
災
後
の
不
透
明
さ
、
ま
た
、
製
材
工

場
の
減
少
が
進
む
全
体
状
況
の
中
で
合

同
の
開
催
と
し
た
。
本
日
の
意
見
を
全

木
連
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

挨
拶
し
た
。

　
次
い
で
、
来
賓
の
林
野
庁
の
唐
澤
木

材
産
業
課
課
長
補
佐
か
ら
、
①
東
日
本

大
震
災
に
係
る
木
材
産
業
の
被
害
・
復

旧
の
状
況
②
平
成
二
十
三
年
度
林
野
庁

・
裏
山
資
源
の
減
少
、
北
洋
材
の
輸
入

減
少
、
住
宅
部
材
の
部
品
化
で
木
材
流

通
が
変
化
。
売
れ
る
商
品
づ
く
り
の
徹

底
が
必
要

・
実
需
工
事
の
遅
れ
で
「
ま
ず
ま
ず
」

だ
が
三
月
以
降
の
需
要
が
不
鮮
明
。
大

手
企
業
の
受
注
が
増
え
中
小
工
務
店
・

大
工
の
受
注
が
厳
し
い
状
況
。
ま
た
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
等
へ
直
送
等
流
通
の

短
絡
化
が
進
展
。
中
小
木
材
事
業
者
は

地
域
工
務
店
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
重
要
。
必
ず
し
も
大
型
化
が
生
き

残
り
戦
略
と
も
云
い
難
い
面
も
あ
り
。

・
外
材
工
場
が
減
少
。
Ｌ
Ｖ
Ｌ
工
場
の

国
産
材
使
用
が
増
加
。
製
品
の
直
納
が

進
展
。

・
大
震
災
で
二
メ
ー
ト
ル
の
津
波
あ
り
。

水
面
貯
木
場
で
原
木
流
出
し
た
が
回
収
。

夏
場
の
節
電
に
苦
労
。

国
産
材
・
外
材
委
員
会
の

委
員
意
見
等
要
旨

国
産
材
・
外
材
委
員
会
を
開
催

　○
外
材
関
係
委
員

　
①
円
高
に
よ
り
外
材
価
格
が
下
落
、

国
産
材
も
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
て
低
下

傾
向
。
国
産
材
消
費
マ
イ
ン
ド
低
下
を

懸
念
。
荷
動
き
は
停
滞
、
先
行
き
心
配
。

景
気
対
策
、
木
材
需
要
拡
大
対
策
を
期

待
。
川
上
〜
川
下
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
し
っ
か
り
整
え
る
べ
き
。

　
②
大
規
模
工
場
の
整
備
が
進
展
。
地

域
の
中
小
工
場
は
需
要
で
共
存
・
共
栄

で
き
る
体
制
、
ま
た
中
小
工
場
の
連
携

や
工
務
店
等
と
の
連
携
が
必
要
。
資
源

の
利
用
可
能
な
量
を
見
極
め
た
供
給
体

制
整
備
対
策
で
あ
る
べ
き
。

　
外
材
工
場
は
減
少
、
外
材
工
場
の
ロ

シ
ア
材
か
ら
の
北
欧
材
転
換
、
国
産
材

使
用
増
大
あ
り
。
輸
入
港
湾
の
ハ
ブ
化

等
流
通
効
率
化
が
必
要
。

　
③
製
材
工
場
等
（
大
規
模
工
場
含
む
）

の
設
備
は
中
小
径
木
対
象
が
主
体
で
あ

る
こ
と
、
大
径
材
の
用
途
は
開
発
途
上
、

さ
ら
に
は
一
部
の
資
源
減
少
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
皆
伐
（
小
面
積
等
）、植

林
推
進
政
策
も
取
り
入
れ
る
べ
き
。
虫

害
材
の
使
用
を
国
等
に
積
極
的
要
望
。

補
正
予
算
（
第
三
号
、
第
四
号
）
③
都

道
府
県
方
針
等
の
作
成
状
況
④
平
成
二

十
四
年
度
林
野
庁
関
係
予
算
⑤
木
材
輸

出
の
現
状
と
課
題
⑥
木
材
需
給
関
係
に

つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
木
材

利
用
課
の
小
澤
木
材
貿
易
対
策
室
長
よ

り
、
①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
概
要
②
日

本
の
動
き
③
Ｅ
Ｐ
Ａ
関
係
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
各
委
員
よ
り
各
地
域
の
情

勢
報
告
が
あ
り
、
需
要
に
動
き
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
地
場
の
動
き

に
は
現
れ
て
こ
な
い
。
ま
た
、
傾
向
的

な
木
材
需
要
の
減
少
に
伴
い
、
業
界
全

体
は
依
然
と
低
迷
し
て
い
る
な
ど
、
別

項
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

　
当
日
の
出
席
者
は
、
次
の
委
員
（
敬

称
略
）。外
材
委
員
＝
齋
藤
忠
満
（
北
海

道
）、小
高
茂
（
千
葉
）、高
田
庄
一
（
東

京
）
、
江
口
達
郎
（
愛
知
）
、
村
上
高
兒

（
大
坂
・
三
宅
専
務
代
理
出
席
）、砂
田

和
之
（
愛
媛
）、国
産
材
委
員
＝
西
根
貞

光
（
北
海
道
）、荘
憲
二
（
秋
田
）、杉
山

計
弘
（
岐
阜
）、横
田
欽
一
郎
（
宮
崎
）、

西
垣
泰
幸
（
全
市
連
）、下
山
裕
司
（
素

生
協
）、岩
切
好
和
（
チ
ッ
プ
連
・
後
藤

専
務
代
理
出
席
）。

　
④
国
有
林
材
に
つ
い
て
は
、
地
域
木

材
需
要
を
踏
ま
え
た
適
時
適
切
な
販
売

方
法
、
計
画
的
・
安
定
的
な
供
給
、
地

域
需
要
を
踏
ま
え
て
の
採
材
も
要
望
。

　
⑤
公
共
施
設
建
築
の
材
工
分
離
発
注
、

住
宅
等
の
産
地
指
定
材
建
設
を
推
進
す

べ
き
。
木
材
の
流
通
を
踏
ま
え
「
県
産

材
利
用
」
か
ら
「
国
産
材
利
用
」
に
切

り
替
え
る
べ
き
。
需
要
拡
大
の
た
め
に

耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
対
し
て
具
体

的
工
法
・
技
術
開
発
の
提
案
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
。

　
⑥
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
調

達
法
制
度
の
実
施
へ
の
期
待
と
そ
の
適

切
な
対
応
。
消
費
税
問
題
は
、
特
に
住

宅
建
築
の
減
免
が
必
要
。

　
⑦
東
日
本
大
震
災
の
早
期
の
復
旧
、

復
興
の
進
展
を
念
願
。
木
材
、
バ
ー
ク

の
放
射
能
汚
染
問
題
で
関
係
事
業
者
は

大
変
な
状
況
で
そ
の
早
期
解
消
に
向
け

た
対
策
が
必
要
。
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格
は
歴
史
的
低
位
。

・
円
高
に
よ
り
輸
入
材
の
競
争
力
が
高

ま
り
、
国
産
材
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下

を
懸
念
。
木
材
の
放
射
能
汚
染
問
題
に

つ
い
て
は
、
被
災
地
域
業
界
実
情
を
踏

ま
え
た
対
応
で
あ
る
べ
き
。

　○
国
産
材
関
係
委
員

・
ユ
ー
ロ
安
は
北
欧
材
の
ほ
か
外
材
全

般
の
相
場
に
影
響
。
国
産
材
も
そ
れ
に

引
っ
張
ら
れ
て
い
る
。
量
が
少
な
い
南

洋
材
の
み
が
強
含
み
の
相
場
。

・
外
材
は
、
港
か
ら
直
接
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
輸
送
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
港
の

倉
庫
は
「
中
継
基
地
」
的
な
役
割
が
増

大
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も
加
工
単
価
が

か
な
り
低
下
。

十
一
月
ま
で
は
荷
動
き
あ
り
、
一
月
に

な
っ
て
か
ら
は
停
滞
。

・
大
震
災
関
連
で
、
応
急
資
材
は
通
常

の
在
庫
で
対
応
で
き
る
範
囲
。
仮
設
住

宅
関
連
で
は
部
材
の
規
格
等
が
様
々
で

一
部
対
応
に
苦
慮
。

・
外
材
は
円
高
に
よ
り
、
価
格
の
先
安

感
が
ひ
ろ
が
り
在
庫
品
の
逆
ザ
ヤ
販
売

も
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
あ
り
。

木
材
輸
入
の
「
ハ
ブ
港
」
整
備
等
に
よ

る
流
通
の
効
率
化
が
必
要
。
消
費
税
は

住
宅
の
場
合
、
減
免
が
必
要
。

・
外
材
製
品
の
輸
入
が
十
五
年
前
の
三

分
の
一
に
減
少
。
国
産
材
使
用
率
が
増

加
。

・
大
震
災
復
興
支
援
の
意
味
合
い
も
含

め
、
東
北
地
方
産
材
（
岩
手
）
の
商
談

会
を
実
施
。
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の

需
要
増
の
た
め
、
具
体
的
工
法
・
技
術

開
発
を
行
い
、
業
界
自
ら
提
案
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
。

・
米
マ
ツ
丸
太
は
順
調
に
入
荷
。
カ
ナ

ダ
の
ス
プ
ル
ー
ス
等
は
中
国
の
影
響
も

あ
り
大
き
く
減
少
。
ロ
シ
ア
材
工
場
は

欧
州
材
へ
の
転
換
。

・
国
産
材
の
大
量
消
費
（
加
工
等
）
体

制
は
整
っ
た
。
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
原
木

価
格
は
比
較
的
安
定
、
一
方
で
製
品
価

・
山
の
利
用
可
能
資
源
の
一
部
減
少
に

よ
り
原
料
手
当
て
が
心
配
。
大
型
工
場

も
中
小
径
木
加
工
（
専
門
化
）
が
主
体

で
植
林
等
に
よ
る
そ
の
確
保
が
必
要
。

今
後
見
込
ま
れ
る
大
径
木
の
処
理
加
工

へ
の
対
応
体
制
が
課
題
。

・
円
高
に
よ
り
外
材
価
格
が
下
落
し
国

産
材
に
も
影
響
。
住
宅
八
十
万
戸
台
は

平
均
的
水
準
と
捉
え
た
対
応
が
必
要
。

地
域
に
お
け
る
中
小
工
場
の
存
在
は
重

要
。
大
型
工
場
と
中
小
工
場
の
バ
ラ
ン

ス
あ
る
配
置
が
必
要

・
国
有
林
材
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
需

要
動
向
を
考
慮
し
て
適
時
適
切
な
販
売

方
法
を
選
択
し
、
計
画
的
、
安
定
的
な

供
給
を
要
請
（
立
木
シ
ス
テ
ム
販
売
の

維
持
、
素
材
シ
ス
テ
ム
販
売
の
適
時
化
等
）。

大
型
工
場
が
建
設
中
。
県
内
ス
ギ
製
品

の
低
コ
ス
ト
化
、
販
路
拡
大
に
つ
な
が

り
、
地
域
木
材
関
連
産
業
等
の
活
性
化

を
期
待
。
し
か
し
、
地
域
の
小
規
模
工

場
と
の
共
存
・
共
栄
が
必
要
。

・
合
板
、
集
成
材
の
大
手
も
あ
り
、
こ

れ
ら
や
製
材
工
場
向
け
も
含
め
て
、
原

木
の
必
要
な
材
の
安
定
確
保
を
懸
念
。

国
有
林
材
は
二
、
三
、
四
メ
ー
ト
ル
が

大
部
分
。
地
域
需
要
を
踏
ま
え
て
の
採

材
も
要
望
。

・
円
高
に
よ
る
輸
入
材
競
争
力
ア
ッ
プ

で
、
国
産
材
の
原
木
、
製
品
価
格
の
低

迷
・
下
落
を
懸
念
。

・
生
産
量
が
消
費
を
大
き
く
上
回
り
、

他
県
で
販
売
展
開
を
き
っ
ち
り
行
っ
て

い
く
が
、「
県
産
材
利
用
」
だ
け
で
は
支

障
あ
り
、「
国
産
材
利
用
」
に
転
換
す
る

必
要
。

・
大
震
災
関
連
で
は
、
一
部
に
お
い
て

合
板
の
代
替
で
野
地
板
の
混
乱
が
あ
っ

た
が
、
製
材
筋
は
冷
静
な
対
応
。

・
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
、
長
期
優
良
住
宅
締

切
ま
で
は
製
品
需
要
は
旺
盛
、
そ
の
後

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
。
新
設
さ
れ
た

県
内
合
板
工
場
が
稼
働
し
Ｂ
材
が
大
量

に
納
入
。
Ａ
材
を
取
扱
う
製
材
工
場
に

影
響
あ
り
。

・
虫
被
害
材
の
販
路
が
難
題
。
国
の
施

設
建
築
等
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
販

路
・
価
格
形
成
を
期
待
。

・
大
型
製
材
工
場
整
備
の
動
き
あ
り
。

中
小
工
場
の
働
き
場
を
懸
念
。
一
部
で

は
中
小
連
携
を
検
討
中
。

・
森
林
は
毎
年
八
千
万
立
方
成
長
と
い

う
が
、
加
工
販
売
可
能
な
資
源
量
を
踏

ま
え
た
供
給
体
制
整
備
対
策
を
展
開
す

べ
き
。

・
県
内
で
百
三
十
七
万
立
方
の
ス
ギ
生

産
、
こ
れ
を
百
九
十
万
立
方
ま
で
引
上

げ
る
目
標
。
県
外
出
荷
が
七
割
。
十
万

立
方
消
費
工
場
も
七
〜
八
社
、
乾
燥
材

は
三
十
万
立
方
供
給
。
安
定
供
給
と
品

質
を
セ
ッ
ト
で
、
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
な
ど
を
含
め
売
り
込
み
に
全
力
を

挙
げ
て
努
力
。

・
伐
採
の
際
に
林
地
保
全
を
十
全
に
す

る
た
め
、
素
材
生
産
事
業
の
認
証
制
度

に
も
取
組
む
。

・
人
工
林
の
大
径
材
化
が
進
ん
で
お
り

製
材
加
工
の
対
応
が
課
題
。
地
域
材
利

用
の
住
宅
建
築
支
援
も
含
め
、
こ
れ
ら

へ
の
国
の
支
援
が
必
要
。
ま
た
、
間
伐

ば
か
り
で
は
な
く
皆
伐
施
業
も
必
要
。

・
東
日
本
大
震
災
後
の
一
部
地
域
で
、

製
品
価
格
と
は
無
関
係
に
原
木
価
格
が

短
期
間
に
大
き
く
下
が
る
事
態
が
あ
り
、

ま
た
最
近
の
円
高
に
伴
う
木
材
価
格
へ

の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、
も
っ
と
川
上

〜
川
下
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
し
っ

か
り
す
べ
き
。

・
資
源
の
循
環
、
大
径
木
の
用
途
開
発

の
現
状
等
か
ら
、
間
伐
推
進
だ
け
で
な

く
「
小
面
積
皆
伐
＋
植
林
」
も
進
め
る

べ
き
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
加
工
工
場
等
の

受
皿
は
あ
り
。

・
大
震
災
後
に
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー

は
資
材
確
保
に
混
乱
な
く
、
中
小
工
務

店
は
資
材
不
足
で
混
乱
。
大
手
住
宅
メ

ー
カ
ー
へ
の
単
一
商
品
は
外
材
と
競
合

の
価
格
優
先
、
一
方
で
多
品
種
に
及
ぶ

産
地
指
定
物
件
な
ど
の
場
合
は
適
切
な

価
格
水
準
が
維
持
可
能
で
あ
り
、
産
地

指
定
建
築
の
増
加
を
歓
迎
。

・
節
電
に
資
す
る
省
エ
ネ
住
宅
の
消
費

者
性
向
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
木
材

利
用
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
Ｐ
Ｒ
を

官
民
挙
げ
て
実
施
す
べ
き
。
公
共
建
築

物
等
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
一

括
発
注
は
木
材
の
価
格
、
納
期
な
ど
の

面
か
ら
木
材
事
業
者
で
対
応
が
困
難
な

場
合
が
あ
り
「
材
工
分
離
発
注
」
を
推

進
す
べ
き
。

・
大
震
災
で
合
板
、
製
材
、
製
紙
工
場

等
が
多
く
損
壊
。
丸
太
、
チ
ッ
プ
の
納

入
先
が
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
滞
留
丸

太
に
つ
い
て
東
北
地
域
の
ほ
か
関
東
、

中
部
、
北
陸
、
山
陰
に
陸
路
、
海
路
で

輸
送
納
入
（
行
政
か
ら
の
予
算
の
支
援

あ
り
）。ま
た
、
合
板
工
場
等
の
復
旧
、

仮
設
住
宅
建
設
等
に
協
力
（
流
出
丸
太

の
回
収
、
く
い
丸
太
、
養
殖
い
か
だ
資

材
等
）。工
場
が
被
災
し
た
た
め
、
素
材

生
産
事
業
者
は
、
丸
太
、
チ
ッ
プ
納
入

先
確
保
に
苦
慮
し
事
業
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
現
状
。

・
林
地
残
材
・
間
伐
材
の
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
期
待
で
き
、
そ
の

具
体
的
取
組
み
を
検
討
。

・
大
ま
か
に
い
っ
て
、
原
木
チ
ッ
プ
は

質
の
よ
い
も
の
は
製
紙
用
、
そ
れ
以
外

は
燃
料
、
ボ
ー
ド
は
解
体
材
。
東
北
地

域
で
は
、
大
震
災
で
製
紙
工
場
が
損
壊

し
チ
ッ
プ
の
納
入
先
を
失
い
大
変
な
状

況
が
続
い
て
お
り
、
早
期
回
復
を
念
願
。

・
チ
ッ
プ
価
格
は
製
紙
用
で
一
四
・
五

円
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
。
Ｎ
、
Ｌ
と
も

に
外
材
チ
ッ
プ
に
比
べ
て
低
位
で
推
移
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
調
達
法

制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
買
取
価
格

を
含
め
今
後
の
展
開
を
大
き
く
期
待
。

・
原
発
事
故
関
連
で
福
島
、
北
関
東
で

は
製
材
工
場
、
チ
ッ
プ
工
場
の
バ
ー
ク

の
処
理
が
で
き
な
く
て
極
め
て
困
っ
て

い
る
。
バ
ー
ク
堆
肥
業
界
も
し
か
り
。

早
期
解
決
を
望
み
た
い
。
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

保ち合い

1ヵ月以上
　0％（　0）

平成24年2月25日（土曜日） （第647号）（第三種郵便物認可）

　
平
成
　　
年
の
新
設
住
宅
着
工
数
は

２３

　
　
　
　
　　
万
４
、
１
１
７
戸

８３

前
年
比
２
・
６
％
増
　

24年1月分集計表
モニター数85　　回答数48　　回収率56％

モニター数108　　回答数61　　回収率56％

増加　8％（　4）
増加13％（　6）
上昇　0％（　0）
上昇　2％（　1）

増加27％（13）
増加25％（12）
上昇　0％（　0）
上昇　0％（　0）

強　含　み
　0％（　0）
14％（　5）
　3％（　1）
　5％（　2）
　3％（　1）

増　　加
13％（　6）

保ち合い
80％（32）
78％（29）
76％（30）
76％（33）
67％（25）

変わらず
87％（39）

減少40％（19）
減少35％（17）
下降19％（　9）
下降21％（10）

減少13％（　6）
減少10％（　5）
下降17％（　8）
下降21％（10）

弱　含　み
20％（　8）
　8％（　3）
21％（　8）
19％（　8）
30％（11）

減　　少
　0％（　0）

変わらず52％（25）
変わらず52％（25）
変わらず81％（39）
変わらず77％（36）

変わらず60％（29）
変わらず65％（31）
変わらず83％（40）
変わらず79％（37）

変わらず45％（27）
変わらず42％（25）
変わらず86％（52）
変わらず71％（43）

変わらず50％（30）
変わらず45％（27）
変わらず86％（52）
変わらず78％（47）

77％（20）
86％（19）
67％（14）
67％（36）

1ヵ月
14％（　2）

増加10％（　6）
増加18％（11）
上昇　2％（　1）

増加33％（20）
増加30％（18）
上昇　2％（　1）
上昇10％（　6）

強　含　み
　4％（　1）
　9％（　2）
14％（　3）
　8％（　4）

1ヵ月以内
86％（12）

減少45％（27）
減少40％（24）
下降12％（　7）
下降22％（13）

減少17％（10）
減少25％（15）
下降12％（　7）
下降12％（　7）

弱　含　み
19％（　5）
　5％（　1）
19％（　4）
25％（13）

　
平
成
二
十
三
年
の
新
設
住
宅
着
工
数

は
八
十
三
万
四
千
百
十
七
戸
。
前
年
比

二
・
六
％
増
と
な
っ
た
。

　
新
設
住
宅
着
工
床
面
積
は
、
七
千
五

百
三
十
五
万
五
千
㎡
、
前
年
比
三
・
四

％
増
で
あ
っ
た
。

　
利
用
関
係
別
で
は
、
持
家
は
、
三
十

万
五
千
六
百
二
十
六
戸
（
前
年
比
〇
・

一
％
増
）、貸
家
は
二
十
八
万
五
千
八
百

三
十
二
戸
（
前
年
比
四
・
一
％
減
）、分

譲
住
宅
は
、
二
十
三
万
四
千
五
百
七
十

一
戸
（
前
年
比
十
六
・
二
％
増
）
と
な

っ
た
。
分
譲
住
宅
の
増
加
が
大
き
い
。

　
分
譲
住
宅
の
内
訳
と
し
て
、
マ
ン
シ

ョ
ン
が
十
一
万
六
千
七
百
五
十
五
戸

（
前
年
比
二
十
八
・
九
％
増
）、一
戸
建

住
宅
が
十
一
万
七
千
八
百
十
六
戸
（
前

年
比
五
・
八
％
増
）
で
あ
っ
た
。

　
木
造
住
宅
は
、
四
十
六
万
四
千
八
百

三
十
七
戸
（
前
年
比
一
・
〇
％
増
）。ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
九
万
八
千
二
百
四
十

八
戸
（
前
年
比
二
・
二
％
増
）
で
あ
っ
た
。

上昇　7％（　4）

　（　）社木材産業退職金共済会

木材産業界独自の
退職金共済制度

ご加入のおすすめ


